
○赤磐市工事検査事務処理要領 

平成１７年３月７日 

告示第９８号 

（趣旨） 

第１条 この告示は、赤磐市工事検査規程（平成１７年赤磐市訓令第３５号。以下「検査規程」

という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（工事完成届） 

第２条 請負者は、工事が完成したときは速やかに次の書類を添えて赤磐市建設工事執行規則（平

成１７年赤磐市規則第２０４号。以下「工事執行規則」という。）第２７条に規定する完成届

（様式第９号）を当該工事を担当する課（以下「工事担当課」という。）に提出しなければな

らない。 

（１） 工事写真 

（２） 完成写真 

（３） 出来形管理図表 

（４） 成果表 

（５） 前各号に掲げるもののほか、試験、材料等関係書類 

（しゅん功検査日の決定） 

第３条 工事担当課は、工事完成届が提出されたときは受理した日から１４日以内に検査を行う

よう日程を決定する。 

（しゅん功検査の通知） 

第４条 しゅん功検査の日程を決定したときは、工事担当課は請負者にあらかじめその日時を通

知するものとする。 

（しゅん功検査の実施） 

第５条 しゅん功検査は、関係職員及び請負者立会いの上、契約書、設計図書、仕様書及び検査

基準により実施する。 

（しゅん功検査済証の交付及びしゅん功検査の復命） 

第６条 工事担当課の課長又は市長が命じた職員（以下「検査員」という。）は、しゅん功検査

が終了したときは工事しゅん功検査復命書（様式第１号）により市長に復命するとともに、工

事しゅん功検査済証（様式第２号）を請負者に交付しなければならない。 

（修補） 

第７条 しゅん功検査で合格しなかった工事については、検査員は検査規程第７条の規定により

請負者に修補を命じ、修補工事検査復命書（様式第３号）により市長に復命しなければならな

い。 



２ 修補工事が完了したときは、請負者は速やかに工事執行規則第２８条に規定する工事修補完

了届（様式第１０号）を工事担当課に提出しなければならない。 

３ 第１項の規定にかかわらず、軽微な修補については指示表（様式第４号）により修補事項を

指示することができる。軽微な修補の結果については関係職員が確認し、検査指示事項措置報

告書（様式第５号）により検査員に報告する。 

（請負代金の支払） 

第８条 請負者は、請負代金を請求するときは請負代金請求書及び工事しゅん功検査済証を工事

担当課に提出しなければならない。 

２ 工事担当課は、前項の請求書を受理した日から起算して４０日以内に請負代金を支払うよう

事務処理をしなければならない。 

３ 修補工事の代金を請求するときは、請負者は第１項の書類のほかに工事執行規則第２８条に

規定する工事修補完了届（様式第１０号）及び請書（様式第６号）を添付しなければならない。 

（しゅん功に必要な書類） 

第９条 しゅん功を証するために必要な書類は、次に定める書類とする。 

（１） 請負代金請求関係 

ア 工事執行規則第２７条に基づく工事完成届（様式第９号） 

イ 工事しゅん功検査済証（様式第２号） 

ウ 工事執行規則第３６条に基づく請負代金請求書（様式第１３号） 

エ 工事完了確認書（様式第７号）（負担金補助及び交付金事業の場合） 

（２） 復命関係 

ア 工事しゅん功検査復命書（様式第１号） 

イ 指示事項措置報告書（様式第５号） 

ウ 工事成績評定表（様式第８号） 

エ 工事写真 

オ 検査成果表 

カ 検査写真 

キ しゅん功写真 

ク 工事完了確認書（様式第７号） 

ただし、負担金補助及び交付金事業の場合は、ア、イ、ウ、エ、オ、カは省略できるも

のとする。 

（材料検査） 

第１０条 材料検査は、請負人の口頭又は文書による検査要求により検査員又は監督員が行う。 

（中間検査の申請） 



第１１条 請負者は、中間検査を申請するときは各工種の出来形を示す写真及び数量についての

資料を工事担当課に提出するものとする。 

（中間検査の通知） 

第１２条 中間検査の日程が決定したときは、工事担当課は請負者に対しあらかじめその日時を

通知するものとする。 

（中間検査の実施） 

第１３条 中間検査は、関係吏員及び請負者立会の上、契約書、工事出来形調書（様式第９号）、

仕様書及び検査基準により出来形の内容を実地に検査確認する。 

（中間検査済証の交付及び中間検査の復命） 

第１４条 中間検査が終了したときは、検査員は工事中間検査済証（様式第１０号）を請負者に

交付するとともに、工事中間検査復命書（様式第１１号）により市長に復命しなければならな

い。 

（部分払金の支払） 

第１５条 請負者は、部分払金を請求するときは工事中間検査済証（様式第１０号）及び工事執

行規則第３５条に基づく部分払金請求書（様式第１２号）を工事担当課に提出しなければなら

ない。 

２ 工事担当課は、前項の請求書を受理した日から起算して１４日以内に出来形部分に対する請

負代金相当額の９０パーセント以内の部分払金を支払うよう事務処理をしなければならない。 

（負担金補助及び交付金事業の取扱い） 

第１６条 行政区の代表から工事執行規則第２７条に規定する工事完成届（様式第９号）が提出

されたときは、検査員は１４日以内に確認を行い、工事完了確認書（様式第７号）により市長

に復命しなければならない。 

附 則 

この告示は、平成１７年３月７日から施行する。 

附 則（平成１９年３月３０日告示第２８号） 

この告示は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２１年３月２３日告示第２５号） 

この告示は、平成２１年４月１日から施行し、同日以降に実施される工事のしゅん功検査から

適用する。 

附 則（平成２３年４月２８日告示第４１号） 

この告示は、公表の日から施行し、改正後の赤磐市工事検査事務処理要領の規定は、平成２３

年４月１日から適用する。 

附 則（平成２５年５月７日告示第６３号） 



この告示は、公表の日から施行する。 

附 則（令和７年１０月１日告示第１１２号） 

この告示は、公表の日から施行する。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



様式第１号（第６条、第９条関係） 

様式第２号（第６条、第９条関係） 

様式第３号（第７条関係） 

様式第４号（第７条関係） 

様式第５号（第７条、第９条関係） 

様式第６号（第８条関係） 

様式第７号（第９条、第１６条関係） 

様式第８号（第９条関係） 

様式第９号（第１３条関係） 

様式第１０号（第１４条、第１５条関係） 

様式第１１号（第１４条関係） 

 


